
以下は「構文エラーを除いて」見直した際の、実行時エラーの恐れ・設計上の懸念・改

善提案です。重いものから順に挙げます。

重大（実行時エラーやリソースリークの恐れ）

- PostWithRetryAsync  での HttpResponseMessage リーク

  - 現状、再試行対象（429/5xx/  タイムアウト）でループ継続する際に、受け取った resp 

 を Dispose せずに捨てています。これによりハンドルリーク/ソケット枯渇の原因になり

ます。

  - 対応例:

    - 成功（IsSuccess  ）以外で再試行に入る前に resp.Dispose() を呼ぶ。

    - 例:

      var resp = await _http.PostAsync(path, content);

      if (resp.IsSuccessStatusCode) return resp;

      int code = (int)resp.StatusCode;

      if ((code == 429 || code >= 500) && attempt <= maxRetry) {

          resp.Dispose();                 // ←これが必要

          await Task.Delay(500 * attempt * attempt);

          continue;

      }

      return resp;                        //  非再試行は返す（呼び出し側で using 済み）

- BuildRagContextAsync  の SqlDataReader 未破棄

  - var r = cmd.ExecuteReader();  を using で囲っていません。接続プール枯渇やリソース



リークになります。

  - 対応例:

    using (var r = cmd.ExecuteReader())

    {

        while (r.Read()) { ... }

    }

- OpenAI API キー未設定時の挙動

  - ApiKey  が null/  空でも Authorization ヘッダに設定され、401 応答→再試行のループを

招きます。起動（あるいは最初の初期化）時に検証し、わかりやすく失敗させるべきで

す。

  - 対応例: if (string.IsNullOrWhiteSpace(ApiKey)) throw new 

ConfigurationErrorsException("OpenAI_API_Key が未設定です。");

- PDF 出力のフォント依存（環境非依存性）

  - msgothic.ttc を前提としています。Windows 以外ではファイルが存在せず例外になりま

す。Windows Server でも最小構成だと無い場合があります。

  - 対応案:  フォント取得を try-catch  で包み、失敗時は NotoSansCJK  等の同梱フォント or 

BaseFont.HELVETICA にフォールバックする。

- ボタン有効化の不整合

  -  質問実行後に btnExportExcel.Enabled = true していますが、Excel 出力処理が見当たり

 ません。一方でWord 出力のボタン（btnExportWord_Click）はあります。UI  的にWord 

ボタンを有効化すべきです。



  - 例: btnExportWord.Enabled = true; btnExportPDF.Enabled = true;

設計・健全性上の懸念（動くが不具合/非効率の可能性）

-  静的 HttpClient  の DefaultRequestHeaders.Authorization  を Page_Init で毎回セット

  - 実害は少ないですが、静的クライアントの共有ヘッダはアプリケーション開始時（例: 

static  コンストラクタや Application_Start）に一度だけ設定するのがセオリーです。将来

的にユーザーごとに異なるトークンへ切替える要件が出た場合は、今の設計だと競合し

ます。

- 再試行ポリシーの中断条件

  - OperationCanceledException/TaskCanceledException を握りつぶして再試行しますが、リ

 クエスト自体が ASP.NET 側で中断された場合（クライアント切断など）にも再試行し続

ける恐れがあります。HttpContext.Current?.Response?.IsClientConnected などで早期中断を

検討。

- 埋め込みベクトルの次元/モデルの混在

  - DB に保存済みの埋め込み（EmbeddingModel A）と、実行時の埋め込み

（EmbeddingModel B  ）が異なると、次元不一致や品質劣化を招きます。テーブルに

Model 名と次元を併記し、実行時に一致検証するのが安全です。

- CosineSimilarity が次元不一致時に「短い方に合わせる」実装

  - 実行はできますが、次元不一致に気づきにくく品質劣化します。原則、長さ不一致は

 検知して 0 を返すか、例外/ログで明示した方が原因究明が容易です。

- RAG の全件読み込みコスト



  - BuildRagContextAsync  は DocumentEmbeddings 全件を読みメモリ上で類似度を計算しま

す。件数が増えると顕著に重たくなります。

  - 最低限の改善: 

    -  タイトルフィルタがない場合でも SELECT TOP n に制限、あるいは最近の文書に絞る

などのプリフィルタ。

    - ベクトル正規化を保存して内積のみでコサイン相当を出せるようにし、CPU コスト

を軽減。

    - 本格対策はベクターデータベース/pgvector/Faiss などへの移行。

- タイトル・チャンク重複処理の整合性

  -  重複 ChunkIndex 補正ロジックと、GroupBy → First による辞書化が併存しており、重

複データの扱いが二重化しています。重複に対する最終ポリシー（DB 側でユニーク制

約を敷く/アプリ側で最後勝ち等）を一つに寄せると保守性が上がります。

-  例外メッセージに外部 API  の生 JSON を含める

  - throw new ApplicationException($"... / {json}")  は便利ですが、ログや UI へ外部応答を露

出し過ぎると情報漏えいの温床になります。ログには要点のみ、詳細はセキュアスト

レージに、UI には一般化したメッセージのみが無難です。

OpenAI API 呼び出し面

- シリアライズの命名ポリシー

  - _jsonOpt  は CamelCase です。chat/completions の最低限のフィールド（model, messages, 

temperature  ）は camelCase で問題ありませんが、max_tokens  等の snake_case が必要なパ

 ラメータを今後追加する場合は [JsonPropertyName("max_tokens")] が必要です

（camelCase  では "maxTokens"  になり API エラー）。



- 温度（Temperature）の適用条件

  - gpt-5 系へは未指定方針で、そのほかのモデル時のみ適用という条件分岐は妥当で

す。

- タイムアウト

  - HttpClient.Timeout  が 2 分。長文のストリーミングでなければ概ね妥当ですが、429 や

負荷時には詰まりやすいです。PostWithRetryAsync の最大リトライ回数/待機を運用で調

整できるよう設定化すると良いです。

UI/出力まわり

- Word/PDF 出力のレスポンス終端

  - Clear → ContentType → AddHeader → Write → Flush → SuppressContent → CompleteRequest 

の流れは概ね問題ありません。

  - 推奨改善:

    - Response.ClearHeaders() を併用。

    - キャッシュ抑止: Response.Cache.SetCacheability(HttpCacheability.NoCache); 
Response.Cache.SetNoStore();

    -  文字コードや Content-Length の明示（任意）。

- Word のテキストノード

  - Wordprocessing.Text は先頭/末尾のスペースが折りたたまれることがあります。必要

 に応じ xml:space="preserve" の設定を検討。



その他の細かい点

- GetEmbedding  と FindSimilarChunks

  -  現状 BuildRagContextAsync が独立に実装されており、前者は未使用に見えます。二重

実装は将来の不整合源なので、どちらかに集約を。

- ログと個人情報/機密

  - ユーザー質問/  回答や外部応答を DBLogger にそのまま書くなら、PII/機密マスキング

と保持期間ポリシーを検討。

- ServicePointManager 設定の場所

  - Page_Init で毎回設定していますが、アプリケーション開始時に一度だけ設定が適切で

す。DefaultConnectionLimit  は .NET Framework  の HttpClient で有効ですが、環境により効

果が限定的なことがあります。

- 非同期イベントハンドラ

  - WebForms  の async void  ハンドラ自体はサポートされています。例外は try/catch 済み

 で OK  。長時間処理の場合は UI  にキャンセル手段や進捗表示を追加すると UX が向上し

ます。

まとめ（最優先で直すべき点）

1) PostWithRetryAsync  の HttpResponseMessage  を再試行前に Dispose（リーク対策）

2) BuildRagContextAsync  の SqlDataReader  を using  で確実に Dispose

3) API キー未設定時の起動時検証と早期失敗



4) 出力ボタンの有効化ロジックを実装と一致させる（Word を有効化、Excel は無効化 or

実装追加）

5) PDF フォントの環境依存を排除（フォールバック）

その上で、RAG 全件読み込みのスケーラビリティ、埋め込みモデル混在の検知、ログに

おける情報露出の制御を順次改善すると、運用上のトラブルが大幅に減らせます。


